
８第１０号陳情  改憲発議を止める意見書提出を求める陳情 

 

 受 理 年 月 日  令和８年６月１６日 

 

 陳 情 者  ○○○○○○○○○○○○○○○ 

           ○○○○○○ 

 

 付託する委員会  総務委員会 

 

 陳情趣旨 

   改憲発議を始めるべきでない旨の意見書を国政へ提出願います。 

 

 陳情理由 

・改憲内容に懸念すべき点「平和から遠ざかる内容」「不正が行われる余地を含む変

更」等が含まれており、与党の草案内容での改憲は反対しています。（下記●は懸念点

の一部） 

●（９８条、緊急事態条項）事実上総理が独裁権を持つ状態に。 

●（９７条）基本的人権の削除。 

●（９条）「自衛隊」の明記により、今まで以上に解釈拡大となり軍事行動がエスカ

レートする可能性がある。 

●(１８条)いかなる場合も拷問は行われないスタンスから、政治的内容によっては

拷問が行われ得る文言に変更されている。 

●（１９条）国会議員等の公人の報道の自由が制限される。 

●（２０条）宗教団体が政治上の権力行使を行うことが可能な文面に変わっている。 

上記●の懸念点が平和を侵し与党の不正を泳がせる内容であり、国民の平和や人権

の考慮がありません。 

・与党が改憲に前のめりですが「改憲内容」は国民に十分な説明が行われておらず、

その一方でメディア・新聞・テレビでは「改憲は必要」という世論形成を促進してい

ます。さらに衆議院議員定数削減も進めており、民意が反映しづらい体制に切り替え

ようとしています。国民に隠し事をしつつ、自身の党が有利となる議席変更を早急に

進める姿勢の与党が、改憲で強大な権力を得ることは極めて危険に思います。 

・東大和市は平和都市宣言を行っている都市です。日本国民もとい東大和市民の平

和に向けた国政を行うよう、与党の利権に向いた国政にならないよう声明を出してい

ただきたく存じます。 


